






要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の脳幹の延髄腹外側におけるカテコラミン神経細胞と橋

におけるサブスタンス P(SP)の発達について検討した。SIDS では、延髄網様体や迷走神経

核と同様に延髄腹外側でも樹状突起スパインは対照より持続して増加し、SP 陽性線維は

SIDS の橋で増加していた。これらの観察は SIDS の延髄呼吸神経細胞の成熟の遅滞ならび

に求心性 SP 神経細胞活動の増加を示唆し,慢性低酸素症の結果であるとともに,呼吸循環

調節に関与しているとも考えられる。


